


























　地域保健法施行に伴う地域母子保健活動を行う多職種間での栄養士の機能強化を図り、

地域母子栄養活動における市町村・保健所栄養士の役割を検討することを目的に、市町村

栄養士の配置状況、母子栄養改善業務と栄養士の役割、卒後研修、栄養士養成施設におけ

る履修科目等について市町村、保健所、都道府県を対象に調査した。

　その結果、地域母子栄養活動は市町村栄養士の配置、未配置、また市町村栄養士の配置

率の違いによる相違がみられた。栄養士未配置市町村の母子保健担当者の 84.4%が、保健

所栄養士に住民への指導、人材育成の支援を受けながら市町村栄養士の必要性を訴え、栄

養士配置促進等を期待していた。一方、市町村栄養士配置率の高い県の市町村では、独自

の栄養改善計画を元に母子栄養活動が行われ、保健所栄養士に対して地域コーディネート、

地域評価、調査研究を期待していた。保健所栄養士も今後の活動について市町村栄養士の

期待と同様の意向であり、双方が市町村・保健所栄養士の役割を認知していた。地域母子

保健における栄養士の役割を明確にしていく為には、市町村栄養士の配置が先決と思われ

る。また現段階の卒後研修及び栄養士養成施設での履修科目は、栄養士の役割を明確にし

た地域母子栄養活動を行い得る為には不十分であり、同時に栄養士自身も研修や履修科目

に対する認識が十分でないことが分かった。

　今後は、地域母子保健に関する保健、医療、福祉における地域内栄養士のネットワーク

のあり方、そして他職種との連携体制について検討したい。さらに栄養士の役割を充実強

化するための卒後研修のあり方について検討を深めたい。


